
令和５年度

飛騨市一般会計補正予算（専決第１号）の概要
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　＜予備費＞

　　　物価高やコロナ対策分として当初予算に１億円を増額計上した予備費のうち、今回の補正財源として９百万円を減額して調整しました。

４月補正予算（一般会計専決第１号）のポイント

　物価高騰の影響を特に受ける低所得子育て世帯を対象に児童一人あたり５万円を給付する国の施策に対応する必要が生じました。

このほか、新型コロナウイルスは５月８日から感染症法上での位置づけを５類に引き下げられる一方、ワクチン接種においては対象

　予算規模は総額１億２千９百万円を追加し、補正後の予算額は１８３億２千９百万円（前年同期△１．３％）となりました。

■民生費

　＜児童福祉総務費＞

者や接種時期も示され特例臨時接種として令和６年３月まで延長されたことから、５月からの接種に向けた準備にすみやかに着手す

　＜社会福祉総務費＞

　　　医療機関、介護施設、障がい福祉サービス事業者等を対象に感染対策用品や抗原定性検査キットなどの購入を支援するため、所要額８百

　　万円を計上しました。

るため関連予算を専決処分いたします。

　　　※ 本頁の数値は、実際の予算計上額を１００万円単位に四捨五入して記載しています。

　　　ひとり親世帯や低所得の子育て世帯を対象に児童一人あたり一律５万円を支給する子育て世帯生活支援特別給付金について、全額国庫支

　　出金を財源に所要額１千５百万円を計上しました。

　＜予防費＞

■衛生費

　　　交通機関を利用しなければワクチン接種会場に行くことが困難な高齢者に対する支援として、所要額１百万円を計上しました。

　＜新型コロナウイルスワクチン接種費＞

　　　希望するすべての方がワクチン接種できる関連経費について、全額県支出金を財源に所要額１億１千４百万円を計上しました。

■予備費
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（単位：千円）

0

0

0

128,500 00

08,796,000 0

0 018,328,500 0128,500128,500

合　　　　　　計

8,796,000

26,996,000

特別会計合計

18,200,000

27,124,500

一般会計

財源内訳

予　算　総　括　表

会計

01

一般財源その他地方債国県支出金補正後予算額補正予算額補正前予算額

0

128,500
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会計　一般会計 歳入 （単位：千円）

予　算　総　括　表

財源内訳

その他 一般財源款 補正前予算額 補正予算額 補正後予算額 国県支出金 地方債

16

国庫支出金 1,213,124 15,000

15

1,228,124 15,000 0

1,241,121 113,500 0県支出金 1,127,621 113,500

128,500 0 0 0合　　　　　　計 18,200,000 128,500 18,328,500
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会計　一般会計 歳出 （単位：千円）

0合　　　　　　計 18,200,000 128,500 18,328,500 128,500 0 0

△8,500141,500予備費 150,000 △8,500

13

113,500 1,0001,930,384衛生費 1,815,884 114,500

04

民生費 4,108,158 22,500 15,000 7,5004,130,658

03

国県支出金 地方債 その他 一般財源補正後予算額

予　算　総　括　表

財源内訳

款 補正前予算額 補正予算額
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